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社会創生プロジェクト

福井大学教育学部附属義務教育学校

長期的なプロジェクト型学習を義務教育９ヵ年で
発展的に積み重ね、社会に意志をもって生き、自
律的な学びができる子供を育てるために必要な資
質・能力の研究開発

研究開発課題

生きていく上でのコミュニティ
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コミュニティを創る力
を培う
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同学年の人
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異学年の人
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学校外の人 コミュニティを創る力を
高めるもの
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主体性・協働性・責任ある行動

コミュニティと関わり合いながら

自律・協働・貢献

コミュニティを創る力

コミュニティと関わり合いながら

自律 協働

貢献
関連スキル

関連スキル

関連スキル

関連スキル

関連スキル

関連スキル

関連スキル 関連スキル

関連スキル

コミュニティを創る力

律
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自律 協働 貢献

フェイズ
Ⅰ 探究することに夢中になる

みんなで創り上げるよさや楽しさ
を感じる

相手のために自分ができることを考え
ようとする

フェイズ
Ⅱ

やてみよう、行動してみよう
とする 相手を受け入れて、認め合う 集団の中で相手を思いやって行動でき

る

フェイズ
Ⅲ

自ら学び、よりよく問題を解
決する

相手の意図を汲み取り、つながり
を大切にする

集団の一員として誰か（学校・社会等
）のために役に立とうとする

フェイズ
Ⅳ

高い志をもって、主体的に学
び続ける

対話を通じて他者と共に新たな価
値を生み出す

民主社会の担い手としての自覚をもっ
て行動する

フェイズⅠ…１・２年生 フェイズⅡ…３・４年生 フェイズⅢ…５・６年生 フェイズⅣ…７〜９年生

社会創生プロジェクトで目指す子供像

プロジェクト型学習で醸成

みんなの時間

遊びと遊びを、人と人を、それぞれの思いをつないでいく

Think about 
procedures and 

planning
手順や段取りを考える

Do
実⾏する

Reflection
省察する

Discover what to 
learn

学習すべき内容を発見する

Make a plan again
内容を再検討して⼿順を

考えるWith a new target
新たな願いを持つ

Learning by doing

Expand the image
イメージを拡げる

発意

構想

構築

遂行

省察

発意

構想

構築

遂行

省察

PBLの特徴
（Project-based Learning ）

学習プロセス・コミュニケーション・探求・省察・表現・協働
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活動の構造

発
意 構

想

構
築

遂
行

省
察

発
意 構

想

構
築

遂
行

省
察

Spiral cycle

福井大学 松木理事の資料より

内言領域の充実↔外言領域の充実
自己省察 相互省察（対話）

プロジェクト型の学習で醸成

国語科の「話す・聞く」「書く」の重要性

教育課程
社会創生プロジェクト

外言・内言
領域の充実

生活科
総合的な学習の時間 国語科
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教育課程
社会創生プロジェクト

外言・内言
領域の充実

国語科学活

子供主体
の自治的
活動

生活科
総合的な学習の時間

教育課程
社会創生プロジェクト

外言・内言
領域の充実

国語科学活

子供主体
の自治的
活動

教科

生活科
総合的な学習の時間

教育課程

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年
国語

35時間

生活
82時間

生活
85時間

社創
171時間

社創
175時間

国語
35時間

総合
70時間

総合
70時間

国語
35時間

国語
35時間

社創
140時間

社創
140時間

総合
70時間

総合
70時間

国語
35時間

国語
35時間

社創
140時間

社創
140時間

国語
20時間

社創
105時間

国語
10時間

国語
10時間

社創
105時間

社創
105時間

総合
70時間

＋学活の時間

総合
50時間

総合
70時間

＋学活の時間

・学活の時間も社会創生プロジェクトでねらう
資質・能力の醸成に関与している

・週に一時間「省察の時間」を設け、社会創生
プロジェクトにおける実践の省察を行い、次
の実践につなげる
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学びのデザインで重視すること

課題

空間
関係
コミュ
ニティ

成長
発達

時間
自己

他者
状況
（課題）

活動

学びをデザインする視点

課題 知識
技能

福井大学 松木理事の資料より

自分たちのコミュニティに

対象としているコミュニティ

を学びにどう取り込んでいくか 異種性の高い人と、語りと傾聴を実現させることで、
他者と共有できる根源的なところから自己の実践を再構成する。

共有体験
(⼤)

⾃⼰同校
同僚

他校
教師

他の
専⾨

共有体験
(中)

共有体験
(⼩)

直ぐに通
じる

丁寧に話さないと

⼈とかかわること
の根源的了解事項

⼈とかかわること
の表⾯的了解事項

相⼿と共有できる
根源に掘り下げる

即効性
(⼤)

即効性
(⼩)

エネ消費
(⼩)

エネ消費
(⼤)

異質な人(コミュニティ)との出会いの意味

学びをデザインする視点

福井大学 松木理事の資料より
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各フェイズ２年間の協働探究(学年全員)

学びの途中に立ちはだかる壁のデザイン

社会創生プロジェクトにおける評価

おそうじ会社プロジェクトを省察しよう(長期的な視点で実践録を残す) おそうじ会社プロジェクトを省察しよう(文集に書き綴る)

自律 協働

貢献話す・聞く、
書くの必然性
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社会創生プロジェクトにおける評価

他者との語り合い、価値付けの場面

社会創生プロジェクトにおける評価

学んできたことを語ることを映像に残す

社会創生プロジェクトにおける評価

実践記録を作成し読みあう
社会創生プロジェクト ６年生の実践
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６年生のテーマ探究
「未来へのピースを集めてパズルを完成させよう」

SDGｓに向けて自分たちにできること

大豆は地球を救う「農業プロジェクト」

発意５年生の時にSDGｓについては頭で
は分かったけれど、自分たちで何かで
きることをしたい。
５年生の時に少しフードロスについて
の取組をしたけれど、もう少し大きい
プロジェクトをしたい。

フードロスを減らすためには、食べ物
の大切さをみんなに伝えることが大切
じゃないかな。
自分たちで、農家の方の大変さを知っ
て、食べ物の大切さを感じることをし
ないといけない。
畑をつくろう。

構想

構築

遂行
表現

構想

構築

何を植えたらいいかな。
きゅうりが好きだから、きゅうり。
すいかも食べたいよね。

でも、何のために畑をつくるか、目的
を明らかにして、作物を決めたらどう
かな。

未来に残したいものを作ったら？
SDGｓは持続可能な社会を目指して
いるんだもんね。
加工できるものがいいんじゃない？
食に欠かせないものはどう？
大豆にしよう。
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構想

構築

遂行
表現

大豆のプロに聞いたように、うねを作
らないといけないけど、草が多いな。

石がごろごろでてくるな。

何かよい道具はないかな。

構想

構築

遂行
表現

これを使うと、土がさらさらになる
よ。

石はこの道具で、てこの原理を使うと
いいよ。

うねの幅は…

構想

構築

遂行
表現

木の根が出てきたぞ。
切っちゃえ切っちゃえ。
かわいそうだよ。
畑には必要ないもん。
虫も遠くへ飛ばしちゃえ。

→共生について考える場面へ

構想

構築

遂行
表現

役割分担をすると、仕事が進むぞ。

みんなで、どんな畑をつくるとよいか
確認することは大事だね。
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構想

構築

遂行
表現種は何ｃｍごとに植えるんだったっ

け。

メジャーを持ってくるよ。

目印つけておいて。

構想

構築

遂行
表現

種まきまでできたぞ。

次は、水やり当番を決めたり、大豆栽
培について詳しくしらないと。

大豆の収穫

大豆の魅力を発信

大豆にまつわる様々な方と繋がる

大豆と社会、農と社会の共存について学びを深める

６年生の展開

子供への効果
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自律 協働 貢献

フェイズ
Ⅰ 探究することに夢中になる

みんなで創り上げるよさや楽しさ
を感じる

相手のために自分ができることを考え
ようとする

フェイズ
Ⅱ

やてみよう、行動してみよう
とする 相手を受け入れて、認め合う 集団の中で相手を思いやって行動でき

る

フェイズ
Ⅲ

自ら学び、よりよく問題を解
決する

相手の意図を汲み取り、つながり
を大切にする

集団の一員として誰か（学校・社会等
）のために役に立とうとする

フェイズ
Ⅳ

高い志をもって、主体的に学
び続ける

対話を通じて他者と共に新たな価
値を生み出す

民主社会の担い手としての自覚をもっ
て行動する

フェイズⅠ…１・２年生 フェイズⅡ…３・４年生 フェイズⅢ…５・６年生 フェイズⅣ…７〜９年生

社会創生プロジェクトで目指す子供像

自律 協働 貢献

フェイズ
Ⅰ 探究することに夢中になる

みんなで創り上げるよさや楽しさ
を感じる

相手のために自分ができることを考え
ようとする

フェイズ
Ⅱ

やてみよう、行動してみよう
とする 相手を受け入れて、認め合う 集団の中で相手を思いやって行動でき

る

フェイズ
Ⅲ

自ら学び、よりよく問題を解
決する

相手の意図を汲み取り、つながり
を大切にする

集団の一員として誰か（学校・社会等
）のために役に立とうとする

フェイズ
Ⅳ

高い志をもって、主体的に学
び続ける

対話を通じて他者と共に新たな価
値を生み出す

民主社会の担い手としての自覚をもっ
て行動する

フェイズⅠ…１・２年生 フェイズⅡ…３・４年生 フェイズⅢ…５・６年生 フェイズⅣ…７〜９年生

社会創生プロジェクトで目指す子供像

実行委員（コア）、フロア（周辺）の差

Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと

(1) 言葉の特徴や使い方

に関する事項

Ａ 話すこと・聞くこと

貴校 全国（国公私立）

(1) 言葉の特徴や使い方に関す

る事項

(3) 我が国の言語文化に関する

事項

Ａ 話すこと・聞くことＢ 書くこと

Ｃ 読むこと

貴校 全国（国公私立）

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項

話すこと・聞くこと

貴校 全国（国公私立）

2019 2021                   2022

話す・聞く、書くこと
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年長 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年

学びの進行
子供
教師

子供
教師

子供
教師

子供
教師

子供
教師

子供
教師

子供
教師

子供
教師

子供
教師

子供
教師

協働探究
形態

グループ
クラス

グループ
クラス

グループ
クラス
学年

学年外

グループ
クラス
学年

学年外

グループ
クラス
学年

学年外
実行委員

グループ
クラス
学年

学年外
実行委員

グループ
クラス
学年

学年外
実行委員

グループ
クラス
学年

学年外
実行委員

グループ
クラス
学年

学年外
実行委員

グループ
クラス
学年

学年外
実行委員

くらしの範囲・
居場所（校内）

１年生
年長
年中
年小

年長
１年生
２年生

１年生
２年生
３年生

１〜９年 １〜９年 １〜９年 １〜９年 １〜９年 １〜９年 １〜９年

くらしの範囲・
居場所（校外） 家族 家族

家族
身近な地域

家族
身近な地域

身近な地域
他校

身近な地域
他校

県内
市内
他校

県内
他校

県内
他校
世界

県内
他校
世界

省察
（学びの自覚化）

みんなの時間

（対話）

みんなの時間
絵日記

教師の価値付け
（対話・記述）

全員で黒板や台紙

絵日記
作文

教師の価値付け
（対話・記述）

全員で黒板や台紙

絵日記
作文

教師の価値付け
（対話・記述）

全員で黒板や台紙

絵日記
作文

教師の価値付け
（対話・記述）

全員で黒板や台紙

絵日記
作文

教師の価値付け
（対話・記述）

全員で黒板や台紙

絵日記
作文

教師の価値付け
（対話・記述）

全員で黒板や台紙

絵日記
作文

教師の価値付け
（対話・記述）

全員で黒板や台紙

絵日記
作文

教師の価値付け
（対話・記述）

全員で黒板や台紙

絵日記
作文

教師の価値付け
（対話・記述）

教師主導 教師主導 教師主導 教師主導 子供自身で 子供自身で.    子供自身で.    子供自身で 子供自身で 子供自身で

教師の願い 教師の願い 教師の願い 教師の願い 教師の願い 教師の願い 教師の願い 教師の願い 教師の願い 教師の願い

教師への効果

教師観、子供観、授業観の変容

子供主体の学びのデザイン

→教員に理想、子供のやりたいことの距離感
→待ちすぎず、待たなすぎず
→失敗させることの勇気・大切さ

教師観、子供観、授業観の変容

教師のアンテナが高くなる

教師が引っ張ることより、子供の力での方が追
い抜く

９年生の姿など長いスパンで目指す子供像を見
られるようになった
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教師観、子供観、授業観の変容

暗黙知だからこそ、みんな具体をもって話さな
いといけない、だから見取る

→協働的で省察的な教師のコミュニティの創造
今後の課題

【課題】
・見えない資質・能力をどう評価するか。

→成長し続ける教師の探究コミュニティを創って
いくことが必要。

→個の成長の見取ることの難しさ（コミュニティ
と個の往還の難しさ）

【課題】

・ねらう資質・能力を培うための学びであったか
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ご清聴感謝します

ご指導よろしくお願いします。


